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受付 昼食
生活科~幼小連携授業～※附属幼稚園でも保育公開が行われます．





























































































聖 学級 単元・題材・三三題 指導者 場所 ページ
国語 1の1 ｢ずうっと，ずっと，大すきだよ」大すき→ずうっと大すき 登美いづみ 1の1 10
社会 複式 火事から人々をどう守るの～消防署の役割は何？～ 澤田兼祐 複式1 24
算数 5の3 単位量あたりの大きさ（平均）～全部たす以外に方法がない？～ 福井時昌 5の3 42
理科 6の3 水溶液の性質～正体を探れ！考察編～ 小網達也 第1理科室 56
図工 5の1 糸のこドライブ・パズルに挑戦～パターンを見つけよう 11～●● 宮本美紀 図工室 88
道徳 6の2 家族でHappy～ありがとう～ 北野美紀 6の2 108
英語 3の2 わたしができること～できることを考えよう～ 堀井洋
一 3の2 114
情報 4の3 広さを調べよう 杉森慎一 4の3 120
教
b，
聖 学級 単元・顕材・主題 指導者 場所 ページ
理科 3の1 明かりをつけよう～電気を通すものと通さないもの～ 森田健太郎 第2理科室 48
教 3 学級 単元・題材・主題 指導者 場所 ページ




















国語 1の1 ｢ずうっと,ずっと,大すきだよ」ずうっと大すき→ずうっと,ずっと大すき 登美いづみ 1の1 13
算数 3の3 重さをはかろう～どれだけ重い？～ 石田美保 3の3 41
音楽 1の2 はくにのってリズムをうとう 大滝菜保美 第2音楽室 72
学級 教 斗 単元・題材・主題 指導者 場所 ページ
国語 6の1 ｢やまなし」五月と十二月の谷川の様子を比べよう 坂井昇 6の1 21
社会 複式 火事から人々をどう守るの～災害時の連携って？～ 澤田兼祐 複式1 27
算数 5の3 単位量あたりの大きさ（平均）～きまりが使える場面を広げよう～ 福井時昌 5の3 45
音楽 6の3 楽しく歌おうクラスソング「夜空ノムコウ」 徳田典子 第1音楽室 84
図工 5の1 糸のこドライブ・パズルに挑戦～パターンを試行しよう 11～●● 宮本美紀 図工室 91
体育 4の2 3Gハンドボール作戦を考え連係プレーで得点を決めよう 北豊 体育館 103
学級 教 斗 単元・顯材・主顯 指導者 場所 ページ
理科 4の3 水の姿のゆくえ～すがたをかえると…？～ 岩崎誠 第2理科室 52
家庭 6の2 まかせてね今日のお弁当～今日は私が料理長！～ 中田泉 家庭室 94
学級 教 斗 単元・頴材・主頴 指導者 場所 ページ





算数 2の1 かけ算（2）～きまりから6の段をつくろう～ 木谷崇 2の1 37
理科 6の3 水溶液の性質～正体を探れ！実験編～ 小網達也 第1理科室 59
音楽 2の3 たがいの音をきこう 笹谷真理子 第2音楽室 75
体育 5の1 身近な物を使ってパワーアップ～タオル編～ 山下亜寿佳 体育館 104
道徳 6の2 家族でHappy ～ずっとみんなで～ 北野美紀 6の2 111
英語 3の2 わたしができること～できることを紹介しよう～ 堀井洋一 3の2 117
情報 4の3 のびゆく石川～iPadアプリ「ロイロノート」の活用 杉森慎一 4の3 122
教
●、
己 学級 単元・題材・三三題 指導ォ
?『?
場所 ページ
生活 1の3 年長 あきとなかよし～つき組さんとつくろう！あそぼう！～ 山岸留美 ランチルーム 62
教 斗 学級 単元・願材・主頴 指導者 場所 ページ













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一‘■D‘■■‘■■一一ー ーー !■■ー ‘■■ー !ー■■ー ！■■‘■■!■■‘■■!■■!■■、
〃???????、
言われなくて
も分かってる
????????
－－1．．－1■■■■,!■■!■■一一一一＝＝二一‘一!■．－!■．!■．－!■．〃
○のび太の誕生を喜び成長を願う両親を見てのび太
はどう思ったかな
???
、
?? うれしいはずかしい
－1■■一一一一一一I■■一一q■■ーィ■■4■■1■■－1■■q■■1■■ーq■■ーー■■■4■■■■－1■■
??
?
I■■ーィ■■ー■■.q■■－1■■4■■ I■■－1■■
0
せ そうI
0
－－■■■－－－1■■I■■一一一一
????
q■■ーーーー＝1■■一一一一一一一■■.q■■■■■ー■■'一I■■ーq■■
|期待に応えたい
?????????????????
?，
○のび太は木を見上げてどんなことを考えたかな
･期待に応えたい
この家族に生まれてきてよかった
しあわせだな
s自分の家族を見つめ直す
○家族っていいなと感じたことはあるかな
、
ターーーーー一一一一一!■・－－，－‘ーーー一一!ロローーー‘ー1
0
1誕生日のお祝い’0
‘■■↑■■－1■■－1■■‘－1■■‘一一‘■■‘-,■■‘－1■■－－－－－－－‘一一J
一一ロ■■一一ー！■■！■■！■■Ⅱ■■‘■■ーーーー－1■■一一一！■■ーー一一！■■ーーーー1■■ーー‘■■ー
I風邪をひいたときの看病
1■■ー－－1■■ィ■■ーィ■■1■■1■■1■■ー1■■一一ーーー－1■■一一q■■q■■ィ■■1■■I■■ィ■■1■■’■■1■■ィ■■ーI■■ー
←ーー!ーー‘ーー一・口｡ー－，口ロ｡■･ーーー一一、
|家族旅行’
1
，－－－1．，－‘.．!.．‘.．一一－1．，‘.．!.．‘.．1．．－－
?????
↑
、??
???
j
--1■■ー1■■ｨ■■一
ノ
ぽくなんかいなし寺
方がいい
自分のことをこんな
に思ってくれている
のび太以上に自
分も大事にされ
ている
家族がいつも自分を大切に思ってくれているからこそ叱られたりケンカしたりするんだ
自分にとって家族ってあたたかくかけがえのない存在なんだ
7第2日授業⑤（第2時）6の2教室
（1）本時のねらい
資料を通して家族の幸せについて考え進んで役に立とうとする態度を養う
(2)展開
－111－
学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて
1クリスマスの思い出をふり返る
盾
･毎年プレゼントを楽しみにしている
･サンタクロースに手紙を書いたことがある
ごちそうを食べながら，楽しく過ごしている
5
＜家族が幸せに過ごすにはどんな心が大切かな＞
資料を通して考えを出し合う
○友だちの話を聞いてあきらはどんな気持ちになったかな
、
?
????????????
○迷い始めたあきらの心の中はどうだったかな
q－，匿菫扉耐寒両
一一ー一一一一一ーー｡■■ーー－4■■4■■I■■一一Ⅱ■■ーーー一一一一ーI■■－1■■』■■-－一■■■』■■ーI■■4■■一一ーーーー一一一一一一一一4■■ーーI■■－4■■1■■ー4■■-ー1■■ー1■■ー
、 〃、
本当のことを知りたい
友だ
、
~｛■■ ー1■■
ちI
淫
＝
ｰ
勤らかわれ
一1■■一■■一一一1■■I■■－1■■ロ■■一学な一一一 茎
sあきらはどうしたのか考える
?
ー?、
??????????
?
??? ??ー??????? ???????????
??????????、?????????????
? ?
?????????? ????
??????、
?
ー?ー???????????? ? ，‐‐‐‐‐‐↑
?
???????????、
?
4自分の生活をふり返る
○家族の幸せのためにどんなことを大事にしているかな
あまり考えていなかったな
･お手伝いもいいけどサプライズで喜ばせてみようかなI
｜’
3
役割読みをすることで登場
人物がそれぞれ大事にして
いる価値に違いがあること
を意識させる
ワークシートや心のカード
を使って主人公の行動を考
えた上で2つの価値の間
でゆれる主人公の迷いを明
確にするためグループで
意見交流しながらホワイト
ボードに両方の理由付けを
書き込ませる
更子瘍あ調
ワークシートに続きを考え
ることで家族の幸せのた
めに何を大事にしたらよい
かを見つめさせる
家族のことを考えてみんなで楽しめることがすごく幸せなことだ
それを忘れず家族のあたたかい時間をふやしていきたい
目的に応じた交流のエラ
視覚的表現の工夫
目的に応じた交流の工夫
真実を確かめる
自分のことを考える
内省を
MEMO
ーr
Fp･＝
幸一'宰〆
ご－
－112:一
学習指導案
英
??
-113-
3の2英語学習指導案
1単元名わたしができること～Ican…．～
2本単元における学びを豊かにする聞き合い
堀井洋一
GlenBradshaw
Ican…．などの英語表現を使って自分のことを伝え合う活動を通して様々な
表現に気づき自分と友達とを比較してよさを改めて認識する聞き合い
本単元のねらいは,Ican…．などの表現を使って自分のことを他に伝えること。できること
などを伝え合う活動を通して，自分や友達のよさを改めて見直すことの2点である。
この目標を達成するために，子ども同士によるコミュニケーション活動が,有効かつ不可欠な
ものとなる。特にねらいの2点目は，自分のできることなどを考えて表現することを通して自己
肯定感を高めることにもつながる。また，友達ができることを聞くことにより，肯定的な他者理
解も起こる。
本単元の導入では，スポーツなど子どもにとって身近な内容を扱う。子どもは，外来語と英語
での表現の違いに気づき，聞き慣れた外来語と英語表現とを比較しながら，その意味を理解する
ことができる。また，扱う表現を徐々に広げることにより，おおよその意味を理解しながら自他
の比較を行うことができるようになる。
また，単元の最後には，自分ができることなどを留学生に紹介する活動を取り入れる。英語表
現を使ったやりとりを通して，友達の意外な一面を知ったり自分との共通点を発見したりする。
これにより新たな視点で友達を認めることができるとともに自分のよさに気付くことになる。
S聞き合いのために
（1）子どもにつけたい態度
①積極的に話してみたい。伝えたい。という意欲
本単元では，自他の比較やよさの再認識につなげるために，「できること」を題材にする
ことで，自分のことをアピールしたい。伝えたい。という意欲を持たせる。
②相手のことを知りたい。という思い
相手意識を持ってコミュニケーション活動をすることによって他への再認識が起こる。自
分ができることを相手もできるだろうか。という思いでコミュニケーションを行う。
（2）子どもに共有させておきたいこと
①基本となる英語表現に触れ，英語の音声に慣れること
"Ican…o"を使えば，できることを表現できること，その内容によって"Ican…．
，，
G@Icanplay(the)…･"となることを知り，慣れていく必要がある。また，既習の"Ilike
…．”や"Ihave…o"の表現にも慣れていることで相手の言いたいことが理解できる。
4関係づけ再構成する手だて
（1）目的に応じたグループ活動
第1次，第2次では，「～できる」を表す英語表現や語彙に聞き慣れるためにタグループで
の活動を取り入れる。子どもは聞いたことがある英語表現などをもとに相談しながら，「～で
きる」を表す英語表現を理解しようとする。これによって，英語表現への気づきが充実する。
また，第3次では留学生交流へ向けて少人数グループを活用する。楽器やスポーツなど，で
きることが共通している子ども同士でグループを編成し，留学生との交流で紹介するタスクを
取り入れることで，外国の人に伝わる表現や自分たちが言える表現を選択させる。
（2）コミュニケーション活動の工夫
単元を通した留学生との交流を取り入れる。交流でできることを考え，スピーチや実演を行
うことで外国の人に言いたいことが伝わる満足感を味わうことになる。この際には，自分ので
きることを一方的に伝えるだけでなく，留学生にも"Canyou…？”を使って質問すること
で自他の比較をさせ，自分や友達のよさ，さらには日本のよさについて再認識させる。
この活動では，できることが似ているメンバーでグループを編成し，留学生にどのように紹
介すれば相手に印象的に伝わるかを考えながら，自分たちのことを留学生に分かってもらおう
と工夫する場を作る。
－114－
（3）「英語表現への気づき」や「異文化や他者への思い」の明確化
できることを知って「すごいな｡」と感じたことやできることが同じ友達がいて「よかった
な｡」という思いをもたせたい。そこで，自他の比較が起きやすいようにワークシートを工夫
する。また，シェアリングでは，できることを聞いて感じたことを扱い，他のよさを認める発
言を取り上げていく。
5単元構成（総時数6時間）
－115－
????
三な活動と内容 謝去合いにかか；つる二三だて
1「できる（できない)」の言い方を知る（2時間）
○「できる（できない)」の言い方を知り音声に慣れる
＜「できる｣，「できない」の言い方を知ろう＞
キーワードゲーム
スポー ツはIcanplay●●● を使えば言えるね
･バスケットボールはbasketballって言うのか言い方
が少しちがうね
･先生はテニスができるんだ
｡他にもできることがあるんだねでもplayを使ってい
なかったよ
自分のできることをIcan….に当てはめればいいんだ
○「できますか」の言い方を知り尋ね方に慣れる
＜「～ができますか」の言い方を知ろう＞
BINGOゲーム
･Canyou
●●● ？ を使えば質問できるね
．答える時はYes,Ican.かNo,Ican
，
t.を使うといいよ
･私は料理ができるけどみんなはどうなのかな
2留学生交流へむけて自分ができることを考える
(2時間）
○自分ができることを友達に紹介してグループを作る
先生クイズ 【本時】
｡～先生はギターが弾けるんだね
saxophoneって何だろう聞いたことがないよ
･magicって手品のことかな
＜自分のできることを考えよう＞
･将棋は英語でどう言えばいいのかな
･バイオリンを弾けるけど英語ではどういうのかな
○留学生交流で自分たちができることを考える【本時】
＜自分のできることを紹介しよう＞
．～さんはピアノが弾けるのかぼくはリコーダーが吹け
るから合奏ができるぞ
．～さんはダンスができるのかいっしょに踊ってみても
いいな留学生の人たちも踊ってくれるかな
･ぼくは囲碁ができるし～さんは将棋ができる
どっちも日本のものだな外国には将棋はあるのかな
S留学生と交流する（2時間）
○留学生との交流で自分たちができることを紹介する
く留学生の方に自分たちのできることを紹介しよう＞
グループで楽器の演奏をしようよ
･空手を見てもらおう
｡遊びグループでけん玉や折り紙を教えよう
･留学生の人もできるかどうかCan
てみようよ
you
●●● ？ で聞い
BINGOゲームを通してできるこ
とを友達と聞き合うことでIcan
●●● や Can
付き慣れる
you
●●● ?の表現に気
留学生にできることを紹介する
ためのグループを作る活動によ
り自分と比較しながら互いが
できることに気付かせる
友達のできることを自分と比べ
ることができるようにシェア
リングの場を工夫する
留学生に自分たちができるこ
とをグループで紹介することに
より表現の見直しや表現方法
の工夫をねらう
コミュニケーション活 力の工夫
目的に応じたグループ；篝
■の
凧
｢気づき」や「思い」の琲 瀧圖化
コミュニケーション活動の工夫
6第1日授業②（第2次中1時）3の2教室
（1）本時のねらい
先生ができることを聞いて新たな英語表現に気付き留学生に自分のできることを伝えるため
に適切な表現や内容を選んだりして分かりやすく伝えようとする
(2)展開
-116-
学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて
1WARMUP○できることの言い方を練習しよう
Icanplaybaseball(soccerjtennis
Icanplaythe(guitarjpiano
Ican(swim,cook
2課題を知る
◆●●）
●●●）
●●●）
･先生は☆☆ができるんだねぼくも☆☆が好きだな
･何かできることってあるかな
＜留学生との交流で自分ができることを考えよう＞
5留学生交流でできそうなことを考える
烹
6ふりかえりをする 口
｜’
麺
聞きとった表現を共有して
考えられるようにグループ
での活動をする
麺
グループや学級でのシェア
リングを行う
クイズを通して気付いたこ
と明確にするため知った単
語を記入するワークシート
を準備する
皿
自分ができることを伝えよ
うとするためにグループで
協力してできることの紹介
文を作る
Ican を使ってできることを紹介できそうだようまく伝わるといいな
Icanplay☆☆.Ilike☆☆．
Canyouplay☆☆？Doyoulike☆☆？
Icanplaythe★★.Ihavea★★．
Canyouplaythe★★？
Whatcanyoudo？
目的に応じたグループ】
??』??
｢気づき」「尾Iい」の明
コミュニケーション活冒
7第2日授業⑤（第2次中2時)3の2教室
〆
できることを伝えグループ作りを行う活動を通して自分と友達のできることを比べ自分に
も友達にも得意なことがあることを再認識する
学習活動と子どもの思考の流れ 時
1WARMUP&課題を知る5
○グループで紹介文を練習する
･Icanplaytheviolin.がうまく言えるかな
・大丈夫だよちやんと言えているよ
く自分のできることを紹介しよう＞
4シェアリングをする10
．～さんは空手ができるからすごいなと思った
．～さんも私もピアノが弾ける
．～さんは囲碁ができるんだぽくは将棋ができるから似て
いるよ
ノ
関係づけ再構成する手だて
目 勺に応じたグループ】篝j覗
友達のできることを聞いて
アドバイスできるように前
日のグループを単位にした
活動とする
Eミヨ三万ﾆｦｮｰﾌ詞あ王詞
留学生の方を迎えるための
グループ作りという意識を
明確に持って比較しながら
聞くことができるようにワ
ークシートに自分のできる
こと友だちのできることを
書き込む欄を設ける
また紹介する相手をペア
グループ学級全体へと広げ
ることで表現への慣れをね
らう
犀三ﾃﾆﾗﾖｰ ﾌ詞あ王詞
インタビューしたことをも
とにWhoaml？クイズを行
うことでできることを共有
しグループ作りへの意識を
持たせる
｢気づき」「思い」の明麺
自他のよさを見直すことが
できるようシェアリングで
はできることの紹介を通し
て発見したことをふり返ら
せる
みんないろんなことができるんだ協力してわたしたちのできることが留学生の人に伝
わるといいね
｜’
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MEMO
－118－
迅学習指導案
情 報
??
T
畦
＝
扇
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4のS情報教育（算数科）学習指導案
杉森慎一
1単元名広さを調べよう（スクールプレゼンターの活用）
2本単元における学びを豊かにする聞き合い
面積を求めるための図形操作で電子黒板での操作を見ながら自分の考え方と関
係付けより良い解法をつくっていく聞き合い
本単元は，面積について単位と測定の意味を理解することで，長方形及び正方形の面積の求め
方について考え，複合図形など他の図形の面積を求める場面でも活用できるようにすることをね
らいとする。図形を操作する活動でのICT活用の利便性として，速く直感的な操作性，修正が
可能という可逆性，解法を複数記録できる保存性が挙げられる。また，自らの考え方を正確に伝
えることが可能で，互いの考えを聞き合うときにバイアスが発生しにくい。これにより，互いの
考えを関係付けながら，速く，簡単に，正確な答えに導いていくことができる。また，正解は比
較的簡単に導かれると思われるので，何通りもの説明に共通する「一言説明」を考えるようにす
ることが聞き合いに向かうと考える。
S聞き合いのために
（1）子どもにつけたい態度
．より効率的な手段を選択しようとする態度
・思考スキルにより解決させようとする態度
（2）子どもに共有させておきたいこと
・スクールプレゼンター操作能力
・メタ認知し自らの考えを他に反映させようとすること
4関係づけ再構成する手だて
（1）思考の活性化につながる場の設定
ペアや少人数グループで話し合ったりすることで，新しい思考に出会うことが可能となり，
一人一人が関係づけを行うための視点が増加し，新しいグループ内において，今までにないア
イデアが発生すると考える。
（2）メタ認知を促す発問
解答して答えを得るだけではなく，自らの考えと他の考えを関係づけてより良い説明を導く
ために，現在の状況を把握させて，目標に向けた聞き合いが行われるようにする。
5単元構成（総時数10時間）
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l
l
l
主な活冒
、???????
1と内容 唐き合いにかか；つる弓三だて
1広さの表し方（2時間）
○広さの比べ方をいろいろな方法で考える
･陣取りゲームをやってみたい
2長方形と正方形の面積（3時間）
○長方形と正方形の面積を求める公式をつくる
たて，横の長さがわかれば面積が求められるね
○複合図形の面積の求め方を考える【本時】
･切り貼りして公式に当てはめられるね
S大きな面積の単位（3時間）
○長さがmの場合も公式が適用できることを理解する
･Inになっても同じだね
○面積単位の相互関係を理解する
｡広さによって単位が変わることが分かった
3まとめ（2時間）
○学習内容を確実に身に着ける
タブレット活用による効果的
な資料提示
関心意欲を引き出すためにタ
ブレットを活用する
現在の状況を把握させ，互いの
考えを関係づけより良い答え
を導くようにする
思考の活性化につながる場の
設定
弾力的なグループ構成から多
様な考えを関係づけるように
する
メタ認知を‘足す発笥
6第1日授業②（第2次中3時）4のs教室
（1）本時のねらい
複合図形の面積を求めるための図形操作で電子黒板での操作を見ながら自分の考え方と
関係付け一般化した説明をつくっていく聞き合い
(2)展開
1
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学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて
1既習事項のフラッシュ問題をする
○長方形正方形の面積を答える
○c㎡かんたんだ
･横の長さが分からないと答えられないよ
2課題をつかむ
＜ふくざつな形の面積の求め方を考え.いつでもあてはまる説明にしよう＞
一㈹
○問題の図形を提示する
。曲がった四角形だな
．長さが分からないんだけ
ど…
．長さが全部わからなくて
もできるの？
5適用題をする
･今のやり方を使えば簡単だね |’
弾力的なグループ構成か
ら多様な考えを関係づけ
るようにする
詞
自分の状況を把握し発表
されている考えと関係付
けるようにする
長方形にすればよい
思考の活性化につながる
場の設定
メタ認知を足で ｰ』。?
12
4の3情報教育（社会科）学習指導案
単元名のびゆく石川(iPadアプリ「ロイロノート」の活用）
本単元における学びを豊かにする聞き合い
杉森慎一
我が県の特色を調べ紹介し合うとともに更なる発展を願う未来へのアイデアをタ
ブレット等の活用で互いの思いや考えを関係づけ再構成して県の将来像について
の新たな意見をもつことができるようになる聞き合い
本単元は，県内の特色を調べ紹介し合う学習から，石川への愛着を高めるとともに，県の未来
像を考え，将来に向けての新しい提言をまとめていくことで県の様子への認識を深めることをね
らいとする。
北陸新幹線開通を2年後に控えた本県は，観光資源や産業など非常に魅力的な特色を備える県
である。各郡市における色彩豊かな自然や受け継がれる伝統文化について紹介し合うことで，県
民の一人として愛着を深めるようにしたい。
また，現状を踏まえたうえで，今後強調していけばよい点や改善の余地などのアイデアを出し
合い，わが県の未来像を構築していく。しかし単なる理想論の発表会ではなく，互いに寄り添う
部分を関係づけ，より良い解に導かれることができるように再構成していく。
情報教育の視点からは，膨大な資料から，自分の意見を強化・補完するものを選択し，より効
果的にプレゼンテーションすることができることをねらいとする。本単元では,ICT活用とし
て,iPadアプリ「ロイロノート」による情報収集と情報整理，そして発表のツールとしての活用
を提案するとともに，新しい協働学習の型を提示できることを期待している。
s聞き合いのために
（1）子どもにつけたい態度
自らの考えを他の考えを取り入れながら思考し，より良い考えに再構成していくために，情
報収集においては，ネットー辺倒ではなく，多様な手段を活用する必要がある。求めている解
に最も近づけるような手段として，必要に応じて図書資料など従来の紙媒体による教材や，関
係者に実際に会って行うインタビューなどの有効性を意識できるようにして学習を進めてい
きたい。また，場面に合致した思考スキルの選択・活用によって，より良い解を導こうとする
態度も必要である。
（2）子どもに共有させておきたいこと
ICT一般化による多種の機器を活用できる環境を整備するとともに，それらを十分に活用
できる能力を養っていきたい。同様に，適切な思考スキルの選択と実際に活用できる能力を高
めておく。
4関係づけ再構成する手だて
（1）タブレット活用による情報収集
iPadにおける高い情報収集能力に加え，ロイロノートでは必要な資料を直感的に整理するこ
とができる。カードを並び替えながらアイデアを関係づけていくことにより，論理的思考も高
まる。
（2）タブレット活用による効果的な資料提示
ロイロノートによるプレゼンテーションは，作成段階の操作が極めて簡便であり，意図を伝
えやすいものを作成することができる。また,AppleTVによる無線接続は発表者が変わる際の
タイムラグがほとんどないため，思考が分断されることなく行うことができる。
（3）思考スキルの活用
各学習活動において適切な思考スキルを用いることにより，スムーズに情報を整理すること
ができる。アイデアを分類するXチャート，系統化・順序化を図る5×5法において，アイデ
アの関係付けが進む。
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6第2日授業⑤（第2次中3時）4の3教室
（1）本時のねらい
石川の将来像について発表したものを聞き合いより良いものに高めることで県への認識を
深めることができる。
(2)使用機器iPadS台デジタルテレビAppleTV
(3)展開
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????
三な活動と内容
??
き合いにかか；つる弓三だて
1県内の特色を調べよう(S時間）
○自然について調べよう
・海辺のまち山地のまち
○産業について調べよう
・伝統工芸ハイテク技術
○観光について調べよう
･兼六園などの景勝地温泉街
2石川県の未来を考えよう（5時間）【本時】
○アイデアを発表し合いより良いものにしよう
iPadによる効率的な情報収集
により具体性をもって関係づ
けが進む
ロイロノートによるプレゼン
は理解しやすく思考の再構成
も簡便に行うことができる
タブレット活用による！
??．。
?
報1又参
＝
一
一
こ
学習活動と子どもの思考の流れ 時 関係づけ再構成する手だて
＜石川の未来について新しいアイデアを出そう＞
1石川の将来像についてのアイデアを発表する 10
○ロイロノートのプレゼンを提示しながら発表する
・伝統工芸は県の宝伝え発展させるには…！
。おいしい食べ物さらに安全をアピールできる県に
・新幹線が開通しますこのチャンスを生かしましょう
f
4今後について話し合う
･具体的に発信しよう H
ロイロノートによるプレ
ゼンを見て自分のアイ
デアと共通する点や相反
する点を見つける
原署叉手兀あ落司
アイデアを分類するXチ
ャートを活用し関係づ
けを図る
結合改善されたアイデア
を即時発表することによ
り新たな関係づけを誘
引する
みんなのアイデアを合わせて新しいアイデアが生まれた
タブレット活用による効
果的な資料提示
タブレット活用による効
果的な資料提示
＊＊念＊な＊＊“＊今拶念＊今＊今冬＊拶拶争今拶必争奪寺＊＊参参拶今今＊今＊争今＊争拶今念争争＊争必必
研究同人
金沢大学附属小学校
校長
副校長
学内教頭
山本
林良彦
盛一純平
??????
加納
泊
福井
岩崎
山岸
徳田
宮本
中田
北
盛一
堀井
杉森
吉本
??????
?????
坂井昇
澤田兼祐
石田美保
小網達也
中川好美
大滝菜保美
???????
登美いづみ
??
数 木谷崇
森田健太郎
??
??
笹谷真理子
図画工作科
家庭科
体育科
道徳
英語
情報教育
健康教育
豊 山下亜寿佳
北野美紀
???????
旧同人
宮下智子
乗富章子
金岡弘宣
伯耆身奈子
古田 正樹
争今余＊今＊争奪必琴今＊＊＊＊＊今冬争争＊＊＊争念争奪琴争＊今＊＊＊争拶＊争争必＊＊妙争＊琴争今冬＊
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